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１．地域の特性を活かした復興まちづくりについて                
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宮城県土木部復興まちづくり推進室      平成２５年９月発行 

拡大版は当室ホームページでご覧になれます。 
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukumachi/ 
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２．復興まちづくり事業の進ちょく状況について  防災集団移転促進事業については，計画地区数  １９３地区の全地区において，事業計画の大臣同意を得ており，工事着手等地区数は，８５地区（約４４％）となっています。 被災市街地復興土地区画整理事業については，計画地区数３４地区の内，２６地区（約７６％）で都市計画決定がなされ，事業認可地区数は，１１地区（約３２％）となっています。 津波復興拠点整備事業については，計画地区数 １２地区の内，６地区（５０％）で都市計画決定がなされ，事業認可地区数は，５地区（約４２％）となっています。                   〔H25.8 末時点〕 
 

１．南三陸町  志津川地区復興まちづくり事業着工式の開催 平成２５年７月２５日，志津川地区で実施する復興まちづくり事業の着工式が同地区の東工区で開催されました。谷復興副大臣，ＵＲ都市機構や工事関係者などが安全祈願祭，鍬入れを行いました。志津川地区では，土地区画整理事業，津波復興拠点整備事業（中央地区，東地区，西地区），防災集団移転促進事業，災害公営住宅整備事業が行われるほか，病院･ケアセンター，町役場，震災復興祈念公園などを計画しています。 土地区画整理事業については，コンストラクション・マネジメント（ＣＭ方式）として，ＵＲ都市機構の支援を受けながら，事業が進められます。 ■施行面積 約１１０ha  ■整備概要 防災集団移転宅地 ４８２戸，災害公営住宅 ６８１戸，商業用地，観光用地，産業用地， 公益的用地等 ■完成予定 平成２８年３月 
２．気仙沼市  土地区画整理事業着工式の開催  

 平成２５年７月２８日，鹿折地区と南気仙沼地区の被災市街地土地区画整理事業の着工式が鹿折地区で行われました。式典には，小野寺防衛大臣，熊谷参議院議員などが出席し，鍬入れ式や盛土材搬入のセレモニーなどを行い，着工を祝いました。菅原市長は，「さまざまな復興事業の中核を成す事業，市民も復興を実感できると思う」と述べられました。 この二つの復興まちづくり事業は，気仙沼市とＵＲ都市機構とが協力協定を締結し，円滑に事業を推進していくこととしています。 【鹿折地区】 ■施行面積 ４１.８ha ■整備概要 災害公営住宅 ２８５戸，住宅用地 １５.６ha， 商業用地 ５．９ha，工業用地 ５．５ha，公益的用地 １３．６ha 等  ■完成予定 平成２９年３月 
【南気仙沼地区】 ■施行面積 ３２．５ha ■整備概要 災害公営住宅 ３００戸，防災集団移転宅地 ４１戸， 住宅用地 １３．３ha，商業用地 ４．８ha，公益的用地 ９．８ha等 ■完成予定 平成２９年３月 
 

菅原気仙沼市長のあいさつ 
盛土材搬入のセレモニー 

関係者による鍬入れ式の様子 

各事業の進捗状況 計画計画計画計画    １９３１９３１９３１９３地区地区地区地区    大臣同意大臣同意大臣同意大臣同意    １９１９１９１９３３３３地区地区地区地区    着工等着工等着工等着工等    ８５地区８５地区８５地区８５地区    計画計画計画計画    ３４地区３４地区３４地区３４地区    都市計画決定都市計画決定都市計画決定都市計画決定    ２６２６２６２６地区地区地区地区    事業認可事業認可事業認可事業認可        １１１１１１１１地区地区地区地区    計画計画計画計画    １２地区１２地区１２地区１２地区    都市計画決定都市計画決定都市計画決定都市計画決定                ６地区６地区６地区６地区    事業認可事業認可事業認可事業認可    ５地区５地区５地区５地区    
防災集団移転促進事業    被災市街地復興 土地区画整理事業    津波復興拠点整備事業 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 ％ 

※整備概要の戸数は住まいの復興工程表（H25年6月末現在，復興庁公表）から引用 

※整備概要の戸数は住まいの復興工程表（H25年6月末現在，復興庁公表）から引用 
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３．山元町  新山下駅地区の新市街地造成が着工 

 平成２５年７月３１日，新山下駅地区の新市街地整備の安全祈願祭・着工式が現地で行われました。この新市街地は，ＪＲ常磐線の内陸移転に伴い新設する新山下駅周辺に整備されるものであり，津波復興拠点整備事業，防災集団移転促進事業，災害公営住宅整備事業の三つの事業を組み合わせて実施されます。また，この事業は，工期短縮のため，設計・施工一括発注方式として整備が進められます。来賓として出席した三浦副知事は，「復興庁や国交省と連携を取りながら，新しいまちづくりを全力で支援していく」と述べました。 ■施行面積 ３８．２ha ■整備概要 防災集団移転宅地 ２００戸，災害公営住宅 ４４０戸， 住宅用地 ２４．２ha，公益的用地 ６．５ha 等 ■完成予定 平成２７年３月 
４．山元町  新坂元駅地区の新市街地造成が着工      平成２５年８月７日，山元町坂元に整備する新市街地の安全祈願祭・着工式が現地で行われました。当地区は，町内では新山下駅地区に次ぐ２番目の同様な事業であり，ＪＲ常磐線の内陸移転に伴い新設する新坂元駅周辺に整備されるものです。東日本大震災後の新たな拠点地区として，コンパクトシティーを目指します。式典には，県や町，工事関係者などが出席し，工事の安全を祈りました。齋藤町長は，「期限内に工事が完了するよう，関係者との連絡を密にしながら進めていきたい」と述べられました。 ■施行面積 ９．６ha ■整備概要 防災集団移転宅地 ５２戸、災害公営住宅 ９８戸， 住宅用地 ４．３ha，特定業務用地 ０．２ha， 公益的用地 ２．１ha 等 ■完成予定 平成２７年３月 
 

１．気仙沼市から  ～地域を元気にする橋の復旧を目指して～ 気仙沼市では，三陸道の気仙沼湾横断橋及び県道の大島架橋等の復興のシンボルとなるような長大橋が架かることになっていますが，地域が南北に長くて小さな河川が多いため，市が管理する橋は，大小含めて約４００もあり，まさに「橋のまち」です。 今まで農作業用でしか利用していなかったと思っていた幅員が２ｍ程度の小さな橋でも，いったん通れなくなると，農作業だけでなく地域を元気にしていたんだなぁ～と，改めて知ることになります。 被災した小さな橋の中には、河川堤防が高くなるので，これまでよりもずっと大きな橋に架け替えなければならないものもあり，国や県の支援及び協力を得ながら，一刻も早く復旧を行っていきます。 私達派遣職員は，これらの橋の復旧を通じて地域コミュニティ－が再生復興されることを願ってやみません。そして，復旧した橋で是非，「こっちさきて、はまらいん！」 気仙沼市建設部土木課災害復旧係 渡辺 髙之（神奈川県派遣職員）   
沖の田橋(沖ノ田川) 

新山下駅周辺地区市街地イメージ図 
山元町提供 

山元町提供 
新坂元駅周辺地区市街地イメージ図 

※整備概要の戸数は住まいの復興工程表（H25年6月末現在，復興庁公表）から引用 

※整備概要の戸数は住まいの復興工程表（H25年6月末現在，復興庁公表）から引用 
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２．石巻市から  ～市民の生活再建とまちづくりを支援～ 石巻市は，平野部の約 3割，中心市街地を含む沿岸域の約 73㎢が浸水する被害を受けました。この広大な面積の復興まちづくりを迅速に進めるための「石巻復興まちづくり推進会議」には，課題別に３つのワーキンググループと６つの実務者会議があり，事業間調整等が行われています。 ８月に着任したばかりの私は，動き始めている事業とその調整実務に目を奪われていました。しかし，実務者会議では，アドバイザーである大学の諸先生から，目指すべき市全体の将来像の実現に向けた問題提起が常にあり，喫緊の課題である市民の生活再建と長期的なまちづくり，両方を同時に目指すことの必要性と難しさについて，気付かされました。このような機会を与えられ感謝します。 石巻市復興事業部基盤整備課 中島 葉子（復興庁市町村業務支援職員） 

 
 

～津波避難に関する勉強会を開催しました～ 現在，沿岸市町においては，震災での教訓を踏まえ｢津波避難計画｣を策定・検討しているところです。すでに，一部市町においては，その計画に位置付けられた津波避難施設整備について，復興交付金により採択された事例や自治体独自による支援を実施しているところがあります。そのような中，先進事例の紹介や津波防災施設の見学を通じて，知識を深めるために津波被災市町向けに勉強会を開催しました。 ■日  時 平成２５年８月２９日 ■場  所 宮城県石巻市魚町「宮城エキスプレス株式会社」（石巻市指定避難ビル） ■内  容 ・津波避難施設整備（津波避難ビル）の事例紹介 ＜石巻市総務部防災推進課＞ ・都市防災推進事業について ＜宮城県土木部都市計画課＞ ・復興交付金採択事例紹介 ＜宮城県土木部復興まちづくり推進室＞ ・津波防災施設見学 ＜宮城エキスプレス株式会社 屋上ヘリポート・食料備蓄室ほか＞ ■主  催 宮城県土木部復興まちづくり推進室・都市計画課 ■参集範囲 県内津波被災市町，宮城復興局，各報道機関 勉強会では，石巻市防災推進課より，東日本大震災の被災概要や津波避難施設整備の事例紹介を含めた防災に関する石巻市の取り組みについての説明があり，県からは，都市防災総合推進事業について，採択要件や全国の採択事例を踏まえての説明を行い，続いて，復興交付金の都市防災関連事業の採択状況について，説明を行いました。 宮城エキスプレス(株)会社屋上にあるヘリポート見学では，宇都宮博行社長より，震災当日の社員の避難行動や救援活動の状況など，また，津波避難施設を整備した経緯についての説明がありました。 
 

 
 

 

  

○問い合わせ先 宮城県土木部復興まちづくり推進室 

〒980-8570 仙台市青葉区本町３丁目８－１ 

 TEL.022(211)3207  FAX.022(211)3295 

 e-mail fukumachi@pref.miyagi.jp  
HP http://www.pref.miyagi.jp/fukumachi/ 

「川まちづくり実務者会議」にてアドバイザーと国・県・市が図面を基に議論する様子 

宮城エキスプレス（株）社屋 ５階西側は、ヘリポート施設 

勉強会の様子 


